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２．対象・目的・内容
旧来住邸などの管理運営やにぎわい活動を行う西脇ＴＭＯの運営補助を行うとともに、播州織の展示ギャラ

年

リーや
商品の販売を行う播州織工房館の運営を支援する。

事 業 概 要

西脇ＴＭＯの活動拠点である旧来住邸、梅吉亭、情報未来館21、播州織工房館の管理運営及び旧来住邸内でのギャ
事業の対象 ラリー展示や中心市街地活性

度

化に関するイベント開催等のにぎわい活動事業
対象：西脇ＴＭＯ

（誰・何を）

（ＴＭＯ運営事業）旧来住家住宅等の管理運営や中心市街地活性化のために活動する西脇ＴＭＯの運営支援
事業の目的 （ＴＭＯまちづくりにぎわ

　

い活動支援事業）西脇ＴＭＯが旧来住家住宅で実施するギャラリー展示や中心市街地活
（どういう状態 性化に関するイベント開催について、その活動が円滑に行われ、西脇市の魅力を発信するにぎわい
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の補助金の内容等の見直し、整理を行うこと

説 明 も必要である。

価

評 価 事業の優先度(緊急性) 3 事業の必要性 2 実施主体の妥当性 4

２ ポイント 直接のサービスの相手方 1 受益者負担の適切さ 5 市民ニーズの把握 3
事 業 の 改

事

善・見直し
次 総合評価

旧来住邸を中心とした活性化については一定の成果が認められるが、長期継続実施における問題点の整理及び費用

評 対効果の検証を行い見直しする必要がある。

説 明 また、旧来住邸周辺に留まらず、Ｔ

業

ＭＯ本来の目的である中心市街地の活性化に向けた取組にも拡大できるよう、

価 改善見直しが必要である。
実質運営経費であるTMO運営事業については、賃金を補助金交付規程に表記する必要がある。

の概要説明

５．事業の実績・目

書

標

指 標 名 旧来住家住宅
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２
兼

や 数 式
活 動

年 度 平成

評

24年度 平成25年度

価

平成26年度 平成27

説

年度
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説 明 や 数 式
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年 度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
指 標 目 標 値 303 303 303 303

実 績 値 303 303
② 経 費 （ 千 円 ） 1,000 1,000
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指 標 名 旧来住家住宅入館者数 単　位 人

説 明 や 数 式
成 果

年 度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
指 標 目 標 値 17,000 17,000 17,000 17,000

実 績 値 17,877 15,402
① 経 費

度

（ 千 円 ） 806 1,106
単位当たりのコスト 0.05 0.07

指 標 名 梅吉亭ランチ売上食数 単　位 食

説 明 や 数 式
成 果

年 度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
指 標 目 標 値 7,500 7,500 7,50

　

0 7,500
実 績 値 8,697 7,925

② 経 費 （ 千 円 ） 806 1,106
単位当たりのコスト 0.09 0.14

本市の重要な観光スポットであるとともに、中心市街地に活力を取り戻す役割を果たしている施設である。
実

当

績・成果 旧来住家住宅の入館者数は微減傾向にあるが、西脇ＴＭＯが企画運営する様々なイベント等を実施することにより
、上向き傾向にある。

等 の 説 明 また、ランチの売上食数については、ほぼ横ばい傾向となっているが

初

、調理設備等の関係もあり今後も横ばい傾向
が続くと予想している。

６．評価
評 価 事業の優先度(緊急性) 4 事業の必要性 2 実施主体の妥当性 3

１ ポイント 直接のサービスの相手方 5 受益者負担の適切さ 4 市民ニーズの把握

予

5
事 業 の 改善・見直し

次 総合評価
平成12年度に中心市街地活性化基本計画を策定し、西脇ＴＭＯを軸として中心市街地活性化に取り組んでいるが、

評 10年以上が経過していることから、ＴＭＯのあり方や役割、ＴＭＯへ


